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§１．研究開発実施体制  

（１）「柴田」グループ（早稲田大学） 

① 研究開発代表者：柴田 重信 （早稲田大学 理工学術院、教授） 

主たる共同研究者：田原 優（早稲田大学 理工学術院、准教授） 

② 研究項目・大規模調査による新規現象の探索 

・介入試験による実証、メカニズム解明実験 

・動物試験によるメカニズム解明実験 

（２）「吉村」グループ（国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 国立健康・栄養研究所） 

① 主たる共同研究者：吉村 英一 （国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 国立健

康・栄養研究所、室長） 

② 研究項目 

・長期間多次元計測による予測システム開発 

・介入試験による実証、メカニズム解明実験 

 

§２．研究開発成果の概要  

2021 年は 2 年目ということもあり、研究が大きく進展した年であった。ヒト介入試験で、朝の乳たん

ぱく質や速筋たんぱく質の摂取が、高齢者や要支援者の筋量・筋力維持に重要であることを論文

発表した。マウスによるメカニズム検証で、朝のたんぱく質摂取は、夕の摂取に比較して、夜間のオ

ートファジー活性化、昼の IGF-1 の上昇と筋分化遺伝子の活性化によることが分かった。ヒトの調

査研究では、朝食や昼食のたんぱく質摂取の絶対量や、三大栄養素中でのたんぱく質割合と、高

強度運動や総運動量のMETzとに正の相関が見られたが、夕食のたんぱく質ではほとんど見られ

なかった。したがって、個別化の時間栄養の一環として、「あすけん」の食事管理アプリによる栄養

指導において、朝食のモニターによる朝食のたんぱく質摂取の指導を行う予定である。新型コロナ

ウイルス感染によるヒトの行動様式の違いを 3 万人程度でモニターしたところ、睡眠リズムの朝型化

で体重が低下し、夜型化で増大し、夜型化防止の社会制約の重要性が分かった。100 人規模の

日常生活条件で、食事時間の個人内変動と平均血糖値との関連が明らかとなり、また主観的な食

欲の個人内変動と食事量との関連も確認でき、現在血糖値との関連を検討している。高血圧と栄

養素ごとの時間栄養の研究は初の試みであり、野菜不足による昼食のNa/K比の増大が高血圧と

強く関連し、朝・昼でなく夕食の飽和脂肪酸の摂取のみが恐らく動脈硬化を通して高血圧と強く関

連したので、介入試験を計画している。数千人規模で、小学生から高校生までの生徒や勤労者を

対象とした調査研究により、生徒では学業と睡眠や食事の不規則性との関連や、夜型・社会的時

差ボケとの関連など、従来にない視点研究成果が出ている。勤労者では食事の不規則性と代謝失

調の悪化や精神保健との関連性が明らかになったので、これらの成果を個人別の健康科学への

社会実装を考案中である。 
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